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［
北
信
署
］
四
月
十
五
日
、
長
野
市
立
戸
隠
中

学
二
年
生
三
十
三
名
が
、
ま
だ
多
く
の
雪
が
残

る
早
春
の
戸
隠
森
林
植
物
園
で
、
愛
鳥
週
間
に

先
駆
け
て
小
鳥
の
巣
箱
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
四
月
中
旬
と
は
思
え
な
い
寒
さ
で

し
た
が
、
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
、
元
気

で
明
る
い
生
徒
ば
か
り
で
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
北
信
署
員
か
ら
巣
箱
を
掛
け

る
の
に
適
し
た
木
、
高
さ
、
方
向
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
自
分
た
ち
で
選
木
し
、
自
作

し
た
巣
箱
を
針
金
で
固
定
し
て
い
ま
し
た
。
生

徒
の
中
に
は
ハ
シ
ゴ
を
登
る
の
を
怖
が
る
生
徒

も
い
ま
し
た
が
、
他
の
生
徒
が
下
で
ハ
シ
ゴ
を

支
え
、「
大
丈
夫
！
頑
張
れ
！
」
と
励
ま
し
、

協
力
し
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
校
の
小
鳥
の
巣
箱
掛
け
は
、
今
年
で

三
十
八
回
目
を
迎
え
る
伝
統
行
事
と
な
っ
て
お

り
、「
鳥
に
関
心
を
持
ち
、
鳥
類
の
生
態
に
つ

い
て
学
ぶ
」、「
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
自
然
や

動
植
物
の
保
護
へ
の
理
解
を
深
め
る
」
こ
と
を

目
的
に
、
当
園
で
昭
和
四
十
八
年
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
園
内
に
は
約
百
五
十
個
ほ
ど

の
小
鳥
の
巣
箱
が
掛
け
て
あ
り
、
そ
の
九
割
が

小
鳥
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
名
古
屋
で
、
生
物
多
様
性
条
約
締
結

国
会
議
、「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
」
が
開
催
さ
れ
、
ま
す

ま
す
自
然
環
境
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
中
、

野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な
戸
隠
植

物
園
で
の
巣
箱
掛
け
は
、
来
園
者
に
も
自
然
や

動
植
物
の
保
護
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

当
園
は
暖
か
く
な
る
と
湿
地
に
な
り
、
若
葉

が
芽
吹
く
五
月
上
旬
頃
か
ら
、
小
鳥
た
ち
が
巣

箱
を
利
用
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

  

［
東
信
署
］
浅
間
山
の
裾
野
に
位
置
す
る
「
坂

の
町　

小
諸
市
」
に
建
築
中
の
小
諸
森
林
事
務

所
が
去
る
三
月
十
八
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

旧
庁
舎
は
、
敷
地
が
二
百
八
十
六
平
方
㍍
と

狭
く
進
入
路
も
幅
約
二
㍍
と
狭
か
っ
た
た
め
、

小
諸
市
の
ご
厚
意
に
よ
り
高
台
に
位
置
し
立
地

条
件
も
良
好
な
市
有
地
三
百
六
十
二
平
方
㍍
を

借
地
し
新
築
に
至
り
ま
し
た
。

　

新
築
さ
れ
た
建
物
は
、
地
域
材
の
カ
ラ
マ
ツ

等
約
二
十
一
立
方
㍍
を
使
用
し
、
外
壁
の
一
部

に
は
、
カ
ラ
マ
ツ
板
を
張
る
な
ど
木
の
暖
か
み

が
感
じ
ら
れ
、
森
林
事
務
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
建
物
と
な
り
ま
し
た
。
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［
岐
阜
署
］
岐
阜
県
下
呂
市
小
坂
町
湯
屋
地
区

に
新
築
工
事
を
進
め
て
き
た
椹
谷
・
大
洞
合
同

森
林
事
務
所
が
三
月
十
九
日
に
完
成
し
ま
し

た
。

　

両
森
林
事
務
所
の
宿
舎
が
老
朽
化
し
た
こ
と

か
ら
、
宿
舎
と
森
林
事
務
所
を
併
設
し
新
築
し

た
も
の
で
、
床
面
積
百
五
十
七
平
方
㍍
（
中
央

事
務
所
三
十
九
平
方
㍍
、
宿
舎
（
二
戸
）
部
分

百
十
八
平
方
㍍
）
の
平
屋
建
て
で
構
造
材
に
ス

ギ
・
ヒ
メ
コ
マ
ツ
・
ヒ
ノ
キ
を
使
用
、
内
装
材

に
は
カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
用
し
、
木
の
温
も
り
を

感
じ
さ
せ
る
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
小
黒
川
、
濁
河
、
椹
谷
、
大
洞
の
合
同
森

林
事
務
所
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
小
黒
川
・
濁
河
合
同
森
林
事
務
所

と
椹
谷
・
大
洞
合
同
森
林
事
務
所
二
つ
に
分
か

れ
執
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
電
話
連

絡
等
は
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。）

 

［
南
木
曽
支
署
］
去
る
三
月
十
七
日
、
大
桑
村

村
長
、
議
長
は
じ
め
八
名
、
南
木
曽
支
署
か
ら

は
支
署
長
は
じ
め
六
名
が
参
加
し
て
林
政
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

  

今
年
度
、
阿
寺
渓
谷
沿
線
で
行
わ
れ
て
い
る

修
景
事
業
や
林
道
の
改
良
工
事
の
状
況
等
を
見

学
し
な
が
ら
検
討
を
行
っ
た
。
阿
寺
渓
谷
は
大

桑
村
の
観
光
の
拠
点
の
一
つ
で
、
夏
季
の
保
養

の
場
の
み
な
ら
ず
清
流
と
森
の
四
季
の
移
り
変

わ
り
を
見
に
年
間
を
通
し
て
入
り
込
み
が
多
い

所
で
す
。

　

ま
た
、
渓
谷
内
に
は
岩
間
か
ら
湧
き
出
る
冷

水
「
美
顔
水
」
が
長
野
県
の
「
信
州
の
名
水
・

野
鳥
の
宝
庫
で
小
鳥
の
巣
箱
掛
け

長
野
市
立
戸
隠
中
学
校

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

どんな小鳥が来てくれるかな

小
諸
森
林
事
務
所
が
完
成

新築された事務所の看板を掲げる
安永署長と飯島首席森林官

椹
谷
・
大
洞
合
同
森
林
事
務
所
が
完
成

看板を掲げる坂元前署長と
小林・水野森林官等

大
桑
村
林
政
懇
談
会
の
開
催
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秘
水
」
に
認
定
さ
れ
、
今
後
多
く
の
方
が
名
水

を
汲
み
に
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
水
源
や
水
場
の
保
全
と
活
用
の
両
面
か
ら

現
地
で
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
検
討
後
、
大
桑
村
役
場
会
議
室
に
場
所

を
移
し
、
来
年
度
の
業
務
計
画
等
の
策
定
方
針

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
阿
寺
渓

谷
一
体
は
、
大
桑
村
と
し
て
も
観
光
の
重
要
な

位
置
づ
け
で
あ
り
、
支
署
と
し
て
も
森
林
整
備

等
推
進
の
重
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
引
き
続
き
協
力
し
て
い
く
こ
と
で
意
見
が

一
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
伊
奈
川
渓
谷
か
ら
中
央
ア
ル
プ

ス
に
向
か
う
登
山
道
の
新
規
貸
付
の
協
議
が
整

う
な
ど
、
益
々
協
力
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
り
今

後
に
向
け
て
有
意
義
な
林
政
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
四
月
二
十
一
日
に
大
桑
村
阿

寺
渓
谷
に
お
い
て
、「
は
な
の
き
を
育
む
阿
寺

渓
谷
」
と
題
し
た
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
昨
年
六
月
に
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
で
さ
し
木
増
殖
を
し
た
ハ
ナ
ノ
キ
の
里
帰

り
を
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
保
護
活
動
を

継
続
す
る
こ
と
を
参
加
者
全
員
で
確
認
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
桑
村
長
を
は
じ
め
、大
桑
村
議
会
、

阿
寺
渓
谷
の
整
備
活
動
を
行
っ
て
い
る
阿
寺
ふ

れ
あ
い
エ
コ
ク
ラ
ブ
等
、
四
団
体
か
ら
約

三
十
五
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

　

村
長
か
ら
「
ハ
ナ
ノ
キ
と
出
会
い
を
き
っ
か

け
に
、
阿
寺
渓
谷
の
美
し
さ
を
大
桑
村
と
し
て

情
報
発
信
し
た
い
」
等
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
、
ハ
ナ
ノ
キ
の
Ｐ
Ｒ
用
の
木
製
看
板
の
除
幕

後
、
飯
田
市
で
ハ
ナ
ノ
キ
の
保
護
活
動
を
行
っ

て
い
る
「
は
な
の
き
友
の
会
」
会
長
の
北
沢
あ

さ
子
さ
ん
か
ら
、
ハ
ナ
ノ
キ
の
保
護
や
周
辺
環

境
保
全
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
、

「
保
護
活
動
は
、
保
護
す
る
こ
と
だ
け
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、
保
護
活
動
を
通
じ
て
み

ん
な
が
楽
し
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
な
ど
今

後
の
阿
寺
渓
谷
の
保
護
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
参
加
者
全
員
で
ハ
ナ
ノ
キ
踏

み
荒
ら
し
防
護
柵
の
設
置
、
灌
木
除
去
作
業
に

汗
を
流
し
、
参
加
者
か
ら
は
、「
地
元
だ
け
で

は
な
く
、
観
光
客
に
も
ハ
ナ
ノ
キ
の
貴
重
さ
を

わ
か
っ
て
ほ
し
い
」「
保
護
活
動
を
通
じ
て
阿

寺
渓
谷
の
渓
谷
美
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
等
の

感
想
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
ハ
ナ
ノ
キ
の
保
護
」
だ
け
で
は
な

く
、
阿
寺
渓
谷
を
地
域
の
宝
と
し
て
、
地
元
・

各
種
団
体
と
協
働
し
保
護
・
管
理
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 ［
岐
阜
署
］
五
月
十
三
日
に
「
黄
金
の
華
咲
く
、

金
華
山
の
森
林
土
壌
を
回
復
し
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
二
回
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
事
業
を
金
華
山
国
有
林
に
て
実
施
し
ま
し

た
。
金
華
山
は
都
市
近
郊
に
あ
る
貴
重
な
自
然

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
織
田
信
長
が
天
下
統
一

の
際
に
拠
点
と
し
た
岐
阜
城
が
あ
り
歴
史
的
な

価
値
も
高
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て

登
山
や
観
光
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
登
山
者
の
歩
道
の
踏
み
外
し
や

流
水
な
ど
に
よ
り
、
林
地
の
裸
地
化
も
進
行
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
植
生
回
復
マ
ッ
ト
の
敷
設

を
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
と
し
て

企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
風
が
強
く
少
し
肌
寒
く
は
あ
り
ま
し

地
域
で
の
「
ハ
ナ
ノ
キ
」
の
保
護
活
動

�

本
格
的
ス
タ
ー
ト

あいさつする廣田支署長

新たに作成した看板の前で記念撮影

名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

︱
金
華
山
国
有
林

�

土
壌
保
護
マ
ッ
ト
の
敷
設
︱

植生マットを敷設する参加者出来映えもバッチリ
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た
が
青
空
の
の
ぞ
く
好
天
の
中
、
十
九
名
の

隊
員
が
植
生
マ
ッ
ト
の
運
搬
及
び
敷
設
を
行

い
ま
し
た
。

　

急
斜
面
に
張
り
付
き
な
が
ら
金
槌
に
よ
り

止
め
杭
を
打
ち
込
む
と
い
う
作
業
で
し
た
が
、

職
員
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
の
下
、
最
初

は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
作
業
も
終
わ
る
頃
に
は

驚
く
ほ
ど
綺
麗
に
仕
上
が
り
、
隊
員
も
そ
の

出
来
映
え
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。　

　

作
業
終
了
後
に
は
金
華
山
へ
登
る
隊
員
も

多
く
、
好
評
の
う
ち
に
一
日
の
作
業
を
終
了

し
ま
し
た
。

 ［
名
古
屋
事
務
所
］　

四
月
二
十
九
日
に「
じ
ょ

う
こ
う
じ
響
き
の
森
で
木
と
友
達
に
な
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
名
古
屋
事
務
所
、
愛
知
森
林
管

理
事
務
所
、瀬
戸
市
ま
る
っ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・

観
光
協
会
主
催
に
よ
る
「
み
ど
り
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル＇
10
」
を
、
瀬
戸
市
に
あ
る
定
光
寺

自
然
休
養
林
（
じ
ょ
う
こ
う
じ
響
き
の
森
）
森

林
交
流
館
周
辺
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。　

　

当
日
の
朝
は
激
し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
入
場
者

数
が
心
配
で
し
た
が
、
午
前
十
時
の
開
場
前
に

は
雨
は
上
が
り
、
約
二
千
名
も
の
方
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
十
月
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
生

物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
）
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
記
念
植
樹
と
し
て
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ

（
瀬
戸
市
の
木
）と
ヤ
ブ
ツ
バ
キ（
瀬
戸
市
の
花
）

を
一
般
市
民
の
方
々
と
植
樹
し
ま
し
た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
丸
太
切
り
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
巣
箱
づ
く
り
、
火
お
こ
し

な
ど
。
学
習
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
森
の
紙
芝
居
、

森
林
の
ク
イ
ズ
な
ど
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
モ
リ
ゾ
ー
・
キ
ッ
コ
ロ
が
森
か
ら
登

場
し
、
子
供
た
ち
と
写
真
撮
影
、
国
産
間
伐
材

で
作
ら
れ
た
楽
器
「
ミ
ン
ミ
ン
」
の
演
奏
や

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
彫
刻
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が
あ
り
、
数
多
く
の
協
賛

団
体
に
よ
る
出
展
で
会
場
は
終
日
ど
の
コ
ー

ナ
ー
も
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
自
然

と
触
れ
あ
っ
て
い
た
だ
く
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
森
林
・
林
業
を
Ｐ
Ｒ
し
、
森
林
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

匠
の
技
が
光
る
蘭
班

 

［
南
木
曽
支
署
蘭
森
林
事
務
所
班
］
蘭
班
の
所

属
す
る
蘭
森
林
事
務
所
は
、南
木
曽
町
の
南
部
、

木
曽
川
へ
注
ぐ
蘭
川
を
中
心
と
し
て
南
北
へ
広

が
る
南
蘭
、
北
蘭
国
有
林
、
国
道
十
九
号
線
沿

い
の
賤
母
国
有
林
の
約
三
千
㌶
を
管
轄
し
て
い

ま
す
。

　

管
内
は
、
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
人
工
林
が

面
積
の
約
半
分
を
占
め
る
他
、
中
山
道
の
馬
籠

宿
か
ら
妻
籠
宿
へ
と
続
く
道
は
美
し
い
景
観
を

構
成
す
る
天
然
林
の
林
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

蘭
班
は
製
品
生
産
事
業
の
経
験
を
持
つ
七
名

体
制
。
事
業
内
容
は
、
除
伐
２
類
、
枝
打
、
つ

る
切
、
歩
道
整
備
、
カ
モ
シ
カ
防
護
柵
点
検
・

修
理
、
分
収
育
林
明
認
、
林
道
維
持
修
繕
、
境

界
巡
検
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
隣
接
す
る

広
瀬
森
林
事
務
所
の
管
轄
区
域
で
も
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

班
員
七
名
の
七
つ
の
個
性
と
匠
の
技
が
一
つ

と
な
っ
て
蘭
班
の
原
動
力
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
お
互
い
の
個
性
や
技
を
理
解
し
合
え
る
雰

囲
気
も
あ
り
、
そ
れ
が
山
づ
く
り
へ
の
熱
意
と

日
々
の
安
全
作
業
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
末
で
三
名
の
方
が
退
職
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
や
経
験
を
次
の

代
へ
。
班
長
を
中
心
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
安
全

懇
談
会
の
な
か
で
十
分
に
議
論
し
、
実
行
し
、

ま
た
議
論
し
て
よ
り
よ
い
職
場
環
境
を
目
指
し

て
い
き
ま
す

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 

定
光
寺
自
然
休
養
林
で

「
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル＇10
」

�

盛
況
に
開
催巣箱づくりを体験

丸太切りに挑戦

蘭班（分収育林の明認作業）
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しろ うま だけ 

浅
間
山
麓
の
森
林

 

［
東
信
署
］
浅
間
山
（
標
高
二
千
五
百
六
十
八

㍍
）
は
、
長
野
県
軽
井
沢
町
、
御
代
田
町
と
群
馬

県
嬬
恋
村
と
の
境
に
あ
り
、
我
が
国
有
数
の
活
火

山
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
だ
ら
か
な
裾
野
を
引
く
浅
間
山
の
山
麓
で

は
、
冷
涼
な
気
候
な
ど
の
自
然
環
境
か
ら
、
観
光

や
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま

す
。
浅
間
山
の
南
側
は
、
標
高
千
㍍
付
近
ま
で
が

国
有
林
と
な
っ
て
お
り
、
訪
れ
る
人
々
が
身
近
に

国
有
林
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

浅
間
山
麓
を
東
に
向
か
う
と
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
知
ら
れ
た
軽
井
沢
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
井
沢
の
星
野
温
泉
近
く
に
、
詩
人
北
原
白
秋

の
代
表
作
「
落
葉
松
」
の
詩
碑
が
建
っ
て
い
ま

す
。

　

か
ら
ま
つ
の
林
を
過
ぎ
て
、

　

か
ら
ま
つ
を
し
み
じ
み
と
見
き
。

　

か
ら
ま
つ
は
さ
び
し
か
り
け
り
。

　

た
び
ゆ
く
は
さ
び
し
か
り
け
り
。

と
始
ま
る
こ
の
詩
は
、
大
正
十
年
、
白
秋
が
当
地

を
訪
れ
た
と
き
に
詠
ん
だ
も
の
と
さ
れ
、
多
く
の

文
学
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
軽
井
沢
の
往
時
の
情

景
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
所
に
隣
接
す
る
国
有
林
は
、「
国
設
軽

井
沢
野
鳥
の
森
」
と
し
て
、
今
は
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
を
求
め
て
訪
れ
る
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

古
代
、
軽
井
沢
辺
り
に
は
、「
勅
旨
牧
」
の
ひ

と
つ
「
長
倉
の
牧
」
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。「
勅
使
牧
」
と
は
、
平
安
時
代
、
朝
廷
に
納

め
る
馬
を
生
産
す
る
た
め
、
天
皇
の
勅
旨
に
よ
り

置
か
れ
た
牧
場
で
、「
長
倉
の
牧
」
は
軽
井
沢
一

帯
の
広
大
な
面
積
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

軽
井
沢
町
内
に
は
、「
駒
飼
い
の
土
手
」
と
呼

ば
れ
る
「
長
倉
の
牧
」
の
牧
堤
跡
が
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
駒
飼
い
の
土
手
」
は
、
浅
間
山
麓
か

ら
浅
間
山
の
側
火
山
「
石
尊
山
」
に
登
る
途
中
の

国
有
林
内
に
も
そ
の
痕
跡
が
み
ら
れ
、
今
は
森
林

に
覆
わ
れ
る
こ
の
辺
り
も
、
か
つ
て
は
広
大
な
草

原
を
馬
が
駆
け
る
牧
野
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
井
沢
か
ら
浅
間
山
麓
を
西
に
向
か
っ

た
御
代
田
町
の
国
有
林
で
は
、
江
戸
時
代
末
期
に

小
諸
藩
に
よ
っ
て
植
栽
さ
れ
た
と
さ
れ
る
日
本
最

古
の
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
や
、「
霧
上
の
松
」
と

し
て
有
名
な
ア
カ
マ
ツ
天
然
林
の
群
落
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
術
的
に
貴
重
な
こ

れ
ら
の
森
林
は
植
物
群
群
落
保
護
林
と
し
て

保
護
し
て
い
ま
す
。

　

気
候
冷
涼
な
浅
間
山
麓
で
は
、
こ
れ
か
ら

行
楽
の
好
季
を
迎
え
ま
す
。

　

活
火
山
特
有
の
自
然
条
件
や
歴
史
に
よ
る

森
林
景
観
の
成
り
立
ち
に
も
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
初
夏
の
浅
間
山
麓
を
散
策
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

　

マ
イ
カ
ー
利
用
の
場
合
、
上
信
越
自
動
車

道
小
諸
イ
ン
タ
ー
又
は
碓
井
軽
井
沢
イ
ン

タ
ー
か
ら
三
十
分
か
ら
四
十
分
程
度

◎
親
子
の
森
林
体
験
教
室

　

６
月
５
日　

北
信
署
管
内

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

６
月
９
・
18
日　

岐
阜
・
木
曽
署
管
内

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

６
月
12
日　

愛
知
所
管
内

◎
会
計
実
地
検
査

　

�

６
月
14
〜
18
日　

中
信
・
木
曽
署
、
南
木
曽

支
署
、
局

石尊山登山道

日本最古の
カラマツ人工林軽井沢野鳥の森

浅間山遠景


